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I 問題の所在と研究の目的
平成23年4月から，小学校において新しい学習指導要領が全面実施された。各学校では，新しい
教育課程での円滑な指導に向けて，移行措置期間を通して準備を進めてきた。
図画工作美術の教科においても，学習指導要領の改訂の趣旨を踏まえて，告示後すぐに新しい教
育課程の内容に即して授業運営ができるよう工夫してきている。とくに今回の改訂では，小学校図画
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Abstract
A new teachingguidelineforelementaryschoolscameintoeffectinApril,2011.Each
schoolhasbeenworkingtoinstitutethisinthemannerthatwilbemosteffectivefortheir
educationalsystem.TeachersandlocalgovernmentsinvolvedwiththesubjectsofDrawing&
Handicraftsand FineArtshad started thepreparation assoon astheguidelineswere
announced.Theguidelinesadvocateconnectingtheartcurriculaofelementaryandjuniorhigh
schoolacrossgradelevels,witheachlevelbeingappropriatetothestudents・developmental
stage.
InthisserialstudyIhaveexploredhowtodesignthecurriculaandhowmaterialsshould
beselected.IhopetoshowhowartseducatorscancreatecurriculaofDrawing&Handicrafts
andFineArtsthatwilmakeelementaryschoolarteducationandjuniorhighschoolart
educationmoreconsistentwitheachother.Inelementaryandjuniorhighschoolsitismost
importanttoletstudentsdeveloptheirartisticability,basedontheirnaturaldesiretoexpress
themselvesandontheinspirationtheyreceivefrom theshapesandcolorsofthematerials.
Withthisinmind,inthispaper,Ianalyzedandmodifiedtwotypesofrealteachingplans
originalyusedforvirtualclasses,onefortheninthgradeandtheotherforthethirdgrade.
Thisanalysisand restructuring suggestthat,acrossgradelevels,adopting Zoukeiasobi
（Enjoyableartprojects）stimulateschildren・sinterestinart.Furtherexaminationofcurricu-
lum-designandmaterialselectioninart-relatedsubjectsatelementaryandjuniorhighschools
invariouscircumstancesisnecessary.
Keywords:consistencyinartcurriculaatelementaryandjuniorhighschools（小中一貫美術
教育）,drawing&handicraftsandfinearts（図画工作美術）,playwithplasticart
（造形遊び）,supplyofflexible,diversematerials（多様な題材の提示）
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工作と中学校美術との一貫性や連続性が，より一層明確になった。両教科の学習内容の関連性につい
ても指導計画の作成や研究授業等により，具体的に検証されてきている。
筆者はこれまで，小中学校の一貫性を高める図画工作美術のカリキュラムをどのように編成する
のかを提案するため，その考え方，題材の指導方法などに視点を当てて研究を進めてきた。
現在，各自治体での小中一貫教育の試みは，図画工作美術の場合，子供たちの発達課題や造形的
な発達の特性に照らして，教育内容が検討されている。また各教科等において今日的な教育課題と関
連させ，より学習効果を高めるために様々に工夫もなされている。
このことは，前稿（註1）でも論述した。前稿では，小学校の内容に位置付けられている「造形遊び」
を取り上げ，中学校では具体的に文言としては明記されていないが，小中学校ともに造形活動の基盤
となる内容として重要であることを確認した。さらにまた，「造形遊び」の内容の趣旨は，児童生
徒が，材料の形や色などの特徴から発想し，思い思いに造形活動を展開することであることを確認し
てきた。
本稿ではこれまでの知見から，小中学校一貫教育のなかで養う資質や能力を伸ばすための題材及び
学習材を用いて，どのような学習指導を展開させていけばよいのかを検討する。
その実践例の一つとして，造形教育で身に付けるべき資質や能力をしっかりと押さえ，「造形遊び」
の趣旨を取り入れた題材を設定することや教育課題に対応した指導により，小学校中学校の題材に
連続性をもたせることなどの重要性を明らかにする。また，表現の主題や材料用具などの経験の状況
を踏まえた題材を適切に設定すること，及び今日的な教育課題に則した学習内容や展開の工夫の在り
方について追究することを目的とする。
II 研究の内容と方法
本稿では小学校と中学校の図画工作美術の一貫した学習指導の具体的な姿を明らかにし，造形美
術教育の連続性継続性に基づいた適切な学習指導の在り方を追究するため，小中一貫校における図
画工作美術の授業の実際を調査分析する。
本研究では，市をあげて小中学校一貫教育を目指し小中一貫教育カリキュラムを具体的に進めてい
る，武蔵村山市立小中一貫校 村山学園の実践を基に，図画工作美術教育の具体的なカリキュラム
の一貫性，学習内容の連続性継続性など，そのよりよい在り様について追究した。
1 武蔵村山市立小中一貫校 村山学園の設置と小中一貫教育カリキュラム
武蔵村山市立小中一貫校 村山学園（以後，村山学園）は，武蔵村山市立第四小学校と武蔵村山市
立第二中学校とが，多摩地域初の施設完全一体型小中一貫校として，平成22年4月に開校した学校
である。
武蔵村山市は，市全体で小中一貫教育を推進する立場から，「武蔵村山市立小中一貫校カリキュ
ラム作成等委員会設置要綱」を策定し，施行以前より毎年適宜，当委員会 各教科領域部会（国語，
社会，算数数学，理科，生活，総合的な学習の時間，音楽，図画工作美術，技術，家庭，体育保健体育，
外国語活動英語，道徳，特別活動，特別支援教育，保健の全16部会）
（註2）において，カリキュラムの検
討及び全小中学校での授業研究等を通して，具体的な授業改善の実践を進めていた。
武蔵村山市では，市として図画工作美術の授業で身に付けさせたい力を，
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と，4項目設定し，目標としている（註3）。
「図画工作美術の重点指導項目」
（註4）では，「低学年部」（第1学年から第4学年）の「学習基礎定
着期」，「中学年部」（第5学年から第7学年）の「学習充実期」，「高学年部」（第8学年と第9学年）の
「学習発展期」，と学年を3段階に区分し，「図画工作美術科指導内容系統配列一覧表」
（註5）に「造
形遊び」「絵や立体，工作に表す」「絵や彫刻」「デザイン工芸」「鑑賞」を位置付けて，一貫した学
習活動が実施されるように計画されている。
各教科の学習においても，人間力の育成へ向けて，「知的能力」「対人関係力」「自己制御力」の3
要素を通して行うこととし，それを達成するために「4つの基本カリキュラム」として「言語力育成」
「情報リテラシー育成」「キャリア教育」「心の教育」を設定し，「指導場面の学習計画」を作成して，
授業実践を進めている（註6）。
本研究で取り上げる授業は，「言語力育成」及び「キャリア教育」の視点からの実践である。
2 本研究の観察対象授業
本研究では，村山学園の第3学年（小学校）と第9学年（中学校第3学年）の図画工作及び美術の授
業の観察記録等を取り上げ，分析と考察を加え，小中一貫教育カリキュラムの在り方について論述
する。
観察対象授業は，次の通りである。
（1） 村山学園の第3学年（小学校）図画工作
「テープで絵をかこう」 平成22年9月17日実施（以下［事例1］）
（2） 村山学園の第9学年（中学校第3学年）美術
「伝え合おう！ 感じた気持ち」 平成22年9月7日実施（以下［事例2］）
3 観察対象授業の内容
授業内容については，筆者が修正改善した［事例1］［事例2］の二つの事例を次に示す。
筆者は，上述した「武蔵村山市立小中一貫校カリキュラム作成等委員会」「図画工作美術部会」
の指導助言者全6名の代表として，本委員会が設置されていた平成20年5月から21年2月まで，村
山学園の授業に参加していた。
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本市の子供たちに育てたい図画工作美術の力
○生活の中の美術の働きや美術文化についての関心や理解を深め，生涯を通じ美術に親しみ，心
豊かに生きようとする意欲と態度
○造形活動を楽しむことを通して，感性や想像力を働かせながら，形や色など，及び材料や用具
を選び，自分の表したいことを自分らしい方法で最後まで粘り強く表現できる力
○作品等の鑑賞を通じて，そのよさや美しさ，面白さを感じ取り，自分の思いや考えを大切にし
ながら，自分の作品や生活に生かしていく力
○我が国の美術文化への関心を高めるとともに，諸外国の美術文化のよさを味わい，理解する力
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III 観察対象授業の内容分析と考察
1〔事例1〕の内容分析
本題材は，小学校3年生の造形的な発達段階を考慮して，表現意欲や形や色などを生かした造形活
動を展開させたものである。カラフルなテープの色や素材の違いによる造形的な可能性など材料体験
を十分にして，表現活動では「言語力育成」「キャリア教育」との関連を図り，グループ全員で表現
したいものを相談し，協力し合って創造活動を展開するように設定している。
「造形遊び」の材料を基にした造形活動の趣旨を生かして，造形活動の基盤として材料からの発想
や材料体験を他のいろいろな題材においても位置付けることの必要性を示唆している。テープを使用
したのは「A表現（2）絵や立体，工作に表す」（註7）ものであるが，平面的な表現活動だけではなく
半立体から立体へとつながる可能性をもった題材となった。
本授業は，①絵に表す内容をテープを使って表現することにより，多様な材料で絵に表す題材の可
能性を示唆することができた ②半透明な素材のテープの特徴が生かされ，光を通した造形表現の実
現とともに，他学年生にも鑑賞できる題材となった ③創造的な共同製作の活動を学習に取り入れ，
自他の表現の相違などを経験させ，コミュニケーションを豊かにしながら表現内容を深め，協力的に
造形活動が展開できた。
以上が実践の成果として考えられる。
2〔事例2〕の内容分析
本題材は，自分の作品や友達，下学年児童の作品をしっかりと鑑賞し合い，自他の造形表現におけ
る見方や考え方などの違いや共通する感覚などを，感じ取ったり，理解したりして，鑑賞の能力を養
う内容である。
本授業では，美術作家の作品ではなく同じ校舎で学んでいる下学年生の作品を鑑賞するもの（6年
生は9年生の銅版画作品を鑑賞）で，身近な存在である後輩の作品から様々な刺激を受けて，共感や批
評などを鑑賞カードに記入し，交流をする学習を通して，「言語力育成」を具体化することができる。
本授業は，①造形作品を鑑賞する視点を明確にして学習活動が実践されたことにより，鑑賞活動を
深めることができた ②鑑賞カードのプレゼントにより，自他の作品の鑑賞内容の交換が行われ，言
語活動が豊かに展開できた ③開始時に小学校の図工専科教諭が，6年生の学習状況，作品の製作意
図などを解説し，9年生が鑑賞するに当たっての意欲付け及び親近感をもって感想を伝えたり，助言
が行えるよう指導を工夫し，生徒の学習展開を豊かにした。
以上が実践の成果として考えられる。
3〔事例1〕及び〔事例2〕の授業実践結果から考えられる小中一貫教育カリキュラムの在り様
この二つの事例は，施設完全一体型の小中一貫校における図画工作美術の学習活動で，市の「4
つの基本カリキュラム」（註8）の「言語力育成」及び「キャリア教育」の視点から，授業展開を構想
していることが肝要である。各学校において小中一貫教育を重視したカリキュラム編成を考えるとき，
児童生徒育成のため，共通する教育目標に基づいた教育実践であることは重要である。
本事例は，他の自治体や学校で小中一貫教育を推進していく上での実践上の指針となると考える。
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IV まとめと今後の課題
本稿では，小学校図画工作と中学校美術との一貫性を図るカリキュラムの改善充実に向けた検討を
行い，よりよい小中一貫教育における授業の在り方を提案した。
今回は小中一貫教育を施設完全一体型で推進している村山学園での図画工作美術の授業を取り上
げて検討したが，これは，施設完全一体型でなくてはできない内容ではなく，連携型一貫校や各小中
学校ともに，工夫次第で実践可能な内容であると考える。本研究では，各自治体の教育委員会等の教
育目標や一貫カリキュラムの策定目標，及び今日的な教育課題に対応して指導計画作成を進めること
が，一貫性のある学習活動を実現することにつながる指針であることが確認できた。
小中一貫校の教育の一貫性を図るためのカリキュラム策定に当たっては，今日的な教育課題や各自
治体の地域の状況を的確に把握して，実態に基づいた教育が実践されることが求められる。
本研究を深め，教育課題や地域に密着した教育の在り方を追究し，カリキュラムの改善充実に資す
ることが今後の課題である。
（註）
1「図画工作美術教育の諸問題（6）小中学校の一貫性を高める図画工作美術のカリキュラムの推進」
学苑812号 平成20年6月 昭和女子大学近代文化研究所，「図画工作美術教育の諸問題（7）小中学
校の一貫性を高める図画工作美術のカリキュラムの推進（2）」学苑824号 平成21年6月 昭和女子
大学近代文化研究所，「図画工作美術教育の諸問題（8）小中学校の一貫性を高める図画工作美術の
カリキュラムの推進（3）」学苑836号 平成22年6月 昭和女子大学近代文化研究所
2「武蔵村山市小中一貫教育カリキュラム 図画工作美術編」平成21年3月 武蔵村山市立小中一貫校
カリキュラム作成等委員会 図画工作美術部会 p.80
3 註2 上掲書 p.4
4 註2 上掲書 pp.45
5 註2 上掲書 pp.69
6 註2 上掲書 p.14
7 註2 上掲書 p.6
8 註2 上掲書 p.14
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